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一王寺 (1) 遺跡・堀田遺跡

１． 遺 跡 の 概 要 　

　 一 王 寺 (1) 遺 跡 と 堀 田 遺 跡 は、 中 居 遺 跡 と 合 わ せ て 史 跡 是 川 石 器 時 代 遺 跡 と 総 称 さ れ、 遺 跡

全 体 の 面 積 は 約 33 万 6 千 ㎡ に 及 び ま す。 今 年 度 は、 一 王 寺 (1) 遺 跡、 堀 田 遺 跡 に つ い て 範 囲 ・

内 容 の 確 認 調 査 を 行 な い ま し た。 今 回 の 報 告 で は、 昨 年 度 の 一 王 寺 (1) 遺 跡 の 調 査 成 果 に つ い

て も 合 わ せ て 紹 介 し ま す。

２．一 王 寺 (1) 遺 跡 の 概 要 と 調 査 成 果

　 一 王 寺 (1) 遺 跡 は、 新 井 田 川 の 段 丘 左 岸 の 標 高 10 ～ 20m の 台 地 と、 標 高 70 ～ 100 ｍ の 丘

陵 か ら な り、 総 面 積 は 約 28 万 6 千 ㎡ で す。 遺 跡 の 現 状 は 畑 地 ・ 宅 地 ・ 墓 地 と 山 林 で、 台 地 は

東 側 に 流 れ る 新 井 田 川 に 向 か う 緩 や か な 傾 斜 面 と な っ て い ま す。 一 王 寺 (1) 遺 跡 で は、 こ れ ま

で 13 地 点 の 範 囲 ・ 内 容 の 確 認 調 査 や 墓 地 造 成、 是 川 縄 文 館 建 設 に 伴 う 発 掘 調 査 が 行 な わ れ、

縄 文 時 代 の 集 落 の 様 子 が 次 第 に 明 ら か に な っ て き て い ま す。

　 平 成 21 年 度 は、 一 王 寺 (1) 遺 跡 の 西 側 に 隣 接 す る 山 林 を 約 560 ㎡ 調 査 し ま し た。 そ の 結 果、

山 林 の 北 端 ま で 縄 文 土 器 が 散 布 す る こ と が わ か り ま し た （16-18）。 ま た 山 林 の 南 側 で は、 縄 文

時 代 中 期 の 終 わ り か ら 後 期 初 め 頃 の 住 居 と 縄 文 時 代 晩 期 の 住 居 跡 （15,26）、 後 期 中 葉 の 配 石 遺

跡 （28） が 見 つ か り、 山 林 が 狩 猟 や 採 集 な ど の 生 業 だ け の 場 で な く、 居 住 域 で も あ っ た こ と

が わ か り ま し た。 山 林 か ら 是 川 遺 跡 記 念 碑 へ 降 る 谷 地 に 設 定 し た 31 ト レ ン チ で は 埋 没 し た 沢

地 に あ た り、 土 層 の 観 察 か ら こ の 沢 が 埋 没 し た の は 縄 文 時 代 晩 期 以 降 で あ る こ と が わ か り ま し

た。 ま た こ の 沢 は 地 形 か ら 見 て、 遺 跡 を 横 断 し て 流 れ て い た 可 能 性 が 高 い こ と が 予 想 さ れ ま し

た。

　 今 年 度 は、 前 年 度 の 調 査 成 果 を う け、 一 王 寺 (1) 遺 跡 を 流 れ る 水 脈 を 確 認 す る た め、164 か

ら 169 の 6 ト レ ン チ を 設 定 し ま し た。 そ の 結 果、169 ト レ ン チ で 自 然 の 沢 地 形 が 確 認 さ れ、 一

王 寺 (1) 遺 跡 を 横 断 し、 中 居 遺 跡 に 抜 け る 沢 の 存 在 を 推 定 す る こ と が で き ま し た。 こ の 沢 は、

中 居 遺 跡 の 特 殊 泥 炭 層 を 有 す る 「南 の 沢」 と 一 連 の も の で あ っ た と 考 え ら れ ま す。

３． 堀 田 遺 跡 の 概 要 と 調 査 成 果

　 堀 田 遺 跡 は、 新 井 田 川 左 岸 の 標 高 10 ～ 25m の 低 位 段 丘 上 に 立 地 し、 南 か ら 北 へ 向 か う 傾 斜

面 と な っ て い ま す。 遺 跡 の 面 積 は 約 1 万 8 千 ㎡ で す。 現 状 は 畑 地 ・ 宅 地 で、 遺 跡 中 央 を 県 道

島 守 - 八 戸 線 が 通 っ て い ま す。 昭 和 47（1972）年 の 市 道 改 良 工 事 に 伴 う 調 査 と、昭 和 55（1980）

年 の 県 道 歩 道 整 備 に 伴 う 調 査 を 八 戸 市 教 育 委 員 会 が 行 い、 縄 文 時 代 中 期 の 竪 穴 住 居 跡 １ 棟、 集

石 遺 構 ２ 基、 土 坑 と 縄 文 晩 期 の 遺 物 包 含 層 が 検 出 さ れ ま し た。

　 今 年 度 の 調 査 は 遺 跡 の 範 囲 を 確 認 す る た め、 遺 跡 の 北 側 と 南 側 に ５ ヶ 所 の ト レ ン チ を 設 定 し

ま し た （7-11）。 ま た 遺 跡 中 央 に ど う い っ た 遺 構 ・ 遺 物 が 埋 蔵 さ れ て い る の か を 確 認 す る た め、

13 ヶ 所 の ト レ ン チ を 設 定 し ま し た（1-6,12,13）。 調 査 面 積 の 合 計 は 約 290 ㎡ で す。 調 査 の 結 果、

遺 跡 中 央 か ら 縄 文 時 代 中 期 の 終 わ り 頃 か ら 後 期 の 初 め 頃 の 土 器 を 伴 う、23 基 の 土 坑 が 検 出 さ

れ ま し た。 昭 和 55 年 の 調 査 の 土 坑 も、 一 連 の も の で あ っ た と 考 え ら れ ま す。（横 山 寛 剛）
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一王寺 (1)・堀田・中居遺跡全体図
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林ノ前遺跡

1. 遺 跡 の 概 要

　 林 ノ 前 遺 跡 は、 八 戸 市 北 西 部 の 尻 内 町 熊 ノ 沢 地 区 に あ る 平 安 時 代 を 中 心 と し た 集 落 跡 で す。

浅 水 川 左 岸 の 標 高 20 ～ 40m の 舌 状 台 地 に 位 置 し て い ま す。 遺 跡 は 北 側 に 熊 ノ 沢 と 呼 ば れ る 沢

が 入 り 込 み、 南 側 は 眼 下 に 水 田 地 帯 が 広 が る 眺 望 の 開 け た 場 所 に 立 地 し て い ま す。 平 成 13 年

か ら 八 戸 市 教 育 委 員 会 が 発 掘 調 査 を 行 っ て き て お り、 平 成 12 ～ 15 年 に は 県 道 改 修 事 業 に 伴

い 青 森 県 埋 蔵 文 化 財 調 査 セ ン タ ー に よ る 大 規 模 な 発 掘 調 査 も 行 わ れ ま し た。

　 遺 跡 の 特 徴 は、 台 地 の 高 い と こ ろ を 堀 が 巡 り、 そ の 中 の 狭 い 平 坦 面 と、 外 側 の 北 に 面 し た 斜

面 に 多 数 の 竪 穴 住 居 や 円 形 の 土 坑 が つ く ら れ て い る こ と で す。 鍛 冶 関 連 遺 構 や 銅、 銀、 金 が 付

着 し た 坩 堝 が 認 め ら れ て お り、 鉄 や 非 鉄 金 属 の 製 作 が 行 わ れ て い た こ と、 ま た、 幼 齢 の ウ マ ・

ウ シ の 骨 か ら そ れ ら を 飼 育 し て い た こ と も わ か っ て い ま す。 さ ら に、 竪 穴 住 居 か ら 手 足 を 縛 ら

れ た 状 態 と み ら れ る 人 骨 の 出 土 も 出 土 し て い ま す。

　 集 落 の 営 ま れ た 時 期 は、10 世 紀 中 葉 ～ 11 世 紀 前 半 に か け て の 集 落 と 考 え ら れ ま す。

　 　

2. 今 年 度 の 調 査 成 果

　 発 掘 調 査 は、 遺 跡 東 端 に 近 い 場 所 で 行 い ま し た。 調 査 の 結 果、 北 斜 面 と 台 地 頂 部 の 平 坦 面 か

ら、 堀 跡 2 条、 溝 1 条、 竪 穴 住 居 跡 27 棟、 土 坑 80 基 な ど を 検 出 し て い ま す。

　 堀 跡 2 条 は、頂 部 平 坦 面 か ら 斜 面 に 沿 っ て 並 行 し て 巡 り ま す。 深 さ 1.1m 前 後 の も の で す が、

最 初 の 堀 を 内 側 へ 作 り 替 え、 幅 は 1.8m か ら 2.7m 程 に 拡 大 さ れ て い ま す。 竪 穴 住 居 跡、 土 坑 は

平 坦 面 か ら 斜 面 に か け て 何 回 も 作 り 変 え ら れ、 廃 棄 す る と き は 人 為 的 に 埋 め 戻 さ れ て い ま す。

堀 跡 に よ り 壊 さ れ て い る も の が 多 い の で す が、 堀 跡 よ り 新 し い 時 期 の 竪 穴 住 居 (SI108） も あ り

ま す。

　 竪 穴 住 居 は 方 形 で、 南 側 や 東 側 に カ マ ド が つ く ら れ て い ま す。 土 坑 の 大 半 は 円 形 で、 直 径

2m 前 後 か ら 大 き い も の で は 4m 近 い も の ま で あ り ま す。

　 出 土 遺 物 は、 縄 文 土 器・石 器・土 師 器・須 恵 器・鉄 製 品・石 製 品・獣 骨 で、 鉄 製 品 は、 鉄 鏃・

刀 子 ・ 錫
しゃく

杖
じょう

状 鉄 製 品 等 が あ り ま す。 斜 面 地 の 土 坑 (SK393) か ら は 幼 齢 の ウ シ の 頭 部 の 骨 が 見

つ か り ま し た。 　

　 青 森 県 埋 蔵 文 化 財 調 査 セ ン タ ー と 八 戸 市 教 育 委 員 会 の 調 査 を 合 わ せ た 平 成 22 年 度 ま で の 遺

構 数 は、 竪 穴 住 居 跡 ( 竪 穴 遺 構 含 む )228 棟 ( 市 125 棟 )、 掘 立 建 物 跡 3 棟 ( 市 0)、 土 坑 713 基

( 市 427 基 )、 堀 跡 5 条 ( 市 2 条 )、 鍛 冶 関 連 遺 構 9 基 ( 市 3 基 ) 等 に の ぼ り ま す。

　 今 後、 平 坦 面 の 調 査 を 進 め、 堀 跡 の 性 格 や、 そ の 内 側 と 外 側 で 場 の 利 用 の 仕 方 に 違 い が あ る

か な ど、 検 討 し て い き た い と 考 え て い ま す。（宇 部 　 則 保）

調査目的　自然崩壊に伴う緊急発掘調査

調査期間　6 月 10 日～ 9 月 22 日

調査面積　約 600 ㎡

検出遺構　竪穴住居跡・竪穴遺構・土坑・堀・溝など

出土遺物　土師器・須恵器・鉄製品・土製品・銅製品・石製品・縄文土器・   石器
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平成 22 年度発掘調査遺構配地図
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八戸城跡

1. 遺 跡 の 概 要

　 八 戸 城 跡 は、 八 戸 市 内 丸 に 位 置 す る 江 戸 時 代 の 城 跡 を 中 心 と す る 遺 跡 で す。 こ れ ま で の 調 査

に よ っ て、 縄 文 時 代 ・ 弥 生 時 代 ・ 古 代 ・ 江 戸 時 代 の 遺 構 ・ 遺 物 が 検 出 さ れ て い ま す。

　 八 戸 城 は、 現 在 の 三 八 城 神 社 ・ 三 八 城 公 園 ・ 八 戸 市 公 会 堂 に あ た る 本 丸 と、 八 戸 市 庁 ・ 南 部

会 館 ・ お が み 神 社 等 が 位 置 す る 二 の 丸 か ら 構 成 さ れ て い ま す。 寛 永 6 年 （1629）、 盛 岡 藩 の 代

官 所 と し て 築 城 さ れ た と 伝 え ら れ、 寛 文 4 年 （1664） に 八 戸 藩 が 成 立 し た 際 に、 藩 主 の 居 城 ・

藩 庁 と 定 め ら れ ま し た。 そ の 後、 明 治 4 年 （1871） の 廃 藩 置 県 に よ っ て 廃 城 と な り、 取 り 壊 さ

れ る ま で、 八 戸 藩 二 万 石 の 居 城 と し て 使 用 さ れ ま し た。

　 二 の 丸 は、 法
ほう

霊
りょう

社
しゃ

（お が み 神 社）・ 八 幡 宮 ・ 豊
ぶ

山
ざん

寺 と い っ た 社 寺 の ほ か、 一 族 ・ 重 臣 の 屋 敷

地 と な っ て い ま し た。

2. 主 な 遺 構

　 今 回 の 調 査 地 点 は、 二 の 丸 の 東 側 に あ た る 25・26 地 点 の ２ 箇 所 で す。26 地 点 は 現 在 の お が

み 神 社 に 隣 接 し て い ま す。 調 査 面 積 は 25 地 点 が 約 150 ㎡、26 地 点 が 約 250 ㎡ で、 中 世 ～ 近

世 と み ら れ る 柱 穴・土 坑・土 坑 墓・不 明 切 土 遺 構 の ほ か、 縄 文 時 代 の 溝 状 土 坑 を 検 出 し ま し た。

① 25 地 点 　 現 在 の 地 表 面 か ら 1 ～ 1.7m の 盛 土 下 で、 遺 構 を 検 出 し ま し た。 調 査 区 北 東 は、

約 2.5 ｍ 以 上 深 く 掘 り こ ま れ て い ま し た。 掘 り こ み の 底 ま で 確 認 で き な か っ た た め、 こ の 遺 構

が 切 土 な の か、 ま た は 堀 の よ う な 遺 構 か は っ き り わ か り ま せ ん で し た が、 埋 土 に は 江 戸 時 代 ～

明 治 時 代 の 陶 磁 器 が 入 り こ ん で い た た め、 江 戸 時 代 か そ れ 以 前 の 遺 構 と 考 え ら れ ま す。 こ の ほ

か、 戦 後 に 埋 め ら れ た 地 下 室 の あ と も 見 つ か っ て い ま す。

② 26 地 点 　 調 査 区 全 体 に 多 数 の 柱 穴 が 見 つ か り、 柱 穴 の 間 尺 な ど を 検 討 し た 結 果、 ３ 棟 の 建

物 跡 を 推 定 し ま し た。 建 物 の 北 側 は 地 形 が 急 激 に 傾 斜 し、 低 く な っ て い る た め、 こ れ ら の 建 物

は 南 東 に 面 し た 建 物 と 考 え ら れ ま す。 遺 物 が 出 土 し て い な い た め、 建 物 の 年 代 は よ く わ か り ま

せ ん。 建 物 跡 の ほ か、 土 坑 墓 や 焼 土 遺 構、 大 規 模 な 不 明 遺 構 が 検 出 さ れ て お り、 江 戸 時 代 ご ろ

の 遺 構 と み ら れ ま す。 ま た、 縄 文 時 代 の 土 坑 ・ 溝 状 土 坑 も 見 つ か り ま し た。

3. 主 な 遺 物

　 遺 物 は、 陶 磁 器 ・ 金 属 製 品 ・ 貝 等 が 出 土 し ま し た。 陶 磁 器 は 江 戸 時 代 か ら 明 治 以 降 の も の ま

で み つ か っ て お り、 ほ と ん ど が 調 査 区 北 東 隅 の 不 明 遺 構 か ら 出 土 し ま し た。 江 戸 時 代 後 半 の 瀬

戸 や 唐 津 （肥 前） の 碗 ・ 皿 ・ 鉢 ・ 灯 明 具 等 の ほ か、 八 戸 藩 領 内 で つ く ら れ た 小 久 慈 焼 の 皿 ・ 鉢

も 見 つ か っ て お り、 大 半 は 日 常 的 に 用 い ら れ た 道 具 類 で す。 磁 器 の 茶 碗 類 は、 壊 れ た も の を 修

理 し た 痕 跡 が み ら れ ま し た。 陶 磁 器 以 外 に は 銭 貨 ・ 砥 石 な ど が 出 土 し ま し た。

4. ま と め

　 調 査 し た ２ 地 点 が ど う い う 場 所 だ っ た の か、 二 の 丸 の 様 子 が 描 か れ た 絵 図 で み る と、25 地

点 は 東 側 を 占 め る 大 規 模 な 屋 敷 地 の 一 部 と な っ て い ま す。26 地 点 は お が み 神 社 に 隣 接 す る 山

林 と し て 記 さ れ て い る も の と、 道 を 挟 ん だ 向 側 に 屋 敷 を 構 え る 逸 見 家 の 管 理 地 と し て 記 さ れ て

い る も の が あ り ま し た。 残 念 な が ら こ れ ら の 屋 敷 地 の 中 の 様 子 は、 よ く わ か っ て い ま せ ん。

　26 地 点 で 検 出 し た 建 物 跡 は、 現 在 も 残 っ て い る 道 と は 正 面 の 方 角 が ず れ て い る た め、 八 戸

城 の 時 期 の 建 物 か ど う か と い う 点 も 含 め、 こ れ か ら 検 討 を 進 め て い く 予 定 で す。（船 場 　 昌 子）
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掘立柱建物跡
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市子林遺跡

1. 遺 跡 の 概 要

　 市 子 林 遺 跡 は 八 戸 市 新 井 田 地 区 に 所 在 し、 新 井 田 川 右 岸 の 河 岸 段 丘 上 に 所 在 し ま す。 市 子 林

遺 跡 は こ れ ま で に 八 戸 市 教 育 委 員 会 に よ っ て １7 地 点 の 調 査 が 行 わ れ、縄 文 時 代、続 縄 文（弥 生）

時 代、 古 代、 中 世、 近 世 各 時 期 の 遺 構 が 検 出 さ れ て い ま す。 今 年 度 は 県 道 差 波 新 井 田 線 地 方 道

路 交 付 金 事 業 に 伴 っ て 発 掘 調 査 が 実 施 さ れ、 奈 良 ・ 平 安 時 代 の 集 落 の 一 部 と、 近 世 の 墓 域 が 検

出 さ れ ま し た。 こ こ で は 近 世 墓 に つ い て 紹 介 し ま す。

2. 今 年 度 の 調 査 成 果

　 近 世 の 墓 域 は 約 260 ㎡ の 面 積 を 調 査 し、85 基 の 土 坑、2 条 の 溝 跡 を 検 出 し ま し た。 そ の ほ

か に 縄 文 時 代 の 土 坑 が 1 基 検 出 さ れ ま し た。 土 坑 85 基 中、 明 ら か に 墓 と は 考 え ら れ な い も の

が 9 基 あ り、 そ れ 以 外 は 人 骨・そ の 他 の 遺 物 と も に 出 土 し な か っ た も の も 含 め て 墓 の 可 能 性 を

考 え て い ま す。

　 遺 存 し た 人 骨 か ら、 埋 葬 姿 勢 は 側
そく

臥
が

屈
くっそう

葬 ・ 仰
ぎょう

臥
が

屈 葬 ・ 座 葬 が あ っ た こ と が わ か り ま し た。 そ

れ ぞ れ の 埋 葬 姿 勢 は 墓 坑 の 形 態 と 密 接 に 関 連 す る よ う で す。 そ れ が 何 を 表 す の か は 検 討 課 題 で

す が、 江 戸 や そ の 近 辺 の 調 査 例 で は、 年 代 差 を 示 す も の と 考 え ら れ て い ま す。

　 墓 坑 か ら 出 土 し た 遺 物 は、磁 器、煙 管、銭 貨、釘、板、不 明 鉄 製 品、不 明 金 属 製 品、土 人 形、

漆 ? 製 品 が あ り ま す。 板 と 釘 は 棺 の 存 在 を 示 す も の と 考 え ら れ ま す。 最 も 多 く の 墓 坑 か ら 出 土

し た の は 銭 貨、 次 い で 煙 管、 そ の 他 は そ れ ぞ れ 1 ～ 2 例 だ け で す。 年 代 を 決 め る 有 力 な 手 が

か り は 銭 貨 と 陶 磁 器 で す。 銭 貨 は 遺 構 内 外 で 約 300 枚 出 土 し ま し た。 現 時 点 で 判 読 で き た 限

り で は 寛
かん

永
えい

通
つう

宝
ほう

が 最 も 多 く 約 半 数 を し め、 銅 製 の 一 文 銭 に 限 ら れ ま す。 遺 跡 の 下 限 は、 鉄 製 や

真
しんちゅう

鍮 製 の 寛 永 通 宝 の 鋳 造 年 代 を 除 外 し て 考 え る こ と が で き る の で、 新 し く て も 18 世 紀 の 前 葉

と 考 え ら れ ま す。2 点 の 磁 器 の 製 造 年 代 は 1630 年 代 ～ 1680 年 代、1650 年 代 ～ 1700 年 代 で、

銭 貨 の 示 す 年 代 と 矛 盾 し ま せ ん。 た だ し、2 点 し か 出 土 し て い な い の で、 遺 跡 の 期 間 す べ て を

表 す も の と は い え ま せ ん。 寛 永 通 宝 以 前 の 渡 来 銭 ・ 模
もちゅう

鋳 銭 が 出 土 銭 貨 の 約 半 数 な い し そ れ 以 上

を 占 め て い ま す。 青 森 県 内 の 遺 跡 の

事 例 か ら は 16 世 紀 後 葉 ～ 17 世 紀 初

頭 に は 渡 来 銭 ・ 模 鋳 銭 の 組 み 合 わ せ

が 銭 貨 の 基 本 的 な 流 通 形 態 だ っ た と

考 え ら れ て い ま す。

　 市 子 林 遺 跡 の 周 辺 に は 新
にいだ

田 城 跡（館

平 遺 跡 ）、 新 井 田 古 館 遺 跡 と い っ た 中

世 か ら 近 世 の 八 戸 の 歴 史 を 考 え る 上

で 重 要 な 遺 跡 が 存 在 し て い ま す。 市

子 林 遺 跡 の 近 世 墓 は 少 な く と も 新 田

城 が 機 能 し た 時 期 に は 存 在 し た 可 能

性 が 高 く、 八 戸 の 歴 史 を 考 え る 上 で

興 味 深 い 遺 跡 で あ る と い え ま す。

（中 村 哲 也）

市子林遺跡近世墓　遺構配置図（S=1/300）

0 10m 
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報告会次第

13：00　開場・受付開始

13：30　開会挨拶

13：35　22 年度調査概要

13：45　調査成果報告　一王寺 (1) 遺跡・堀田遺跡

14：05　調査成果報告　林ノ前遺跡

14：25　10 分休憩

14：35　調査成果報告　八戸城跡

14：55　調査成果報告　市子林遺跡

15：15　質疑応答

15：30　閉会挨拶

15：35　閉場

15：45　是川縄文館見学会


